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日光東照宮に おける 「極彩色」と 「青地 に金彩」
‘‘

Gokusaishik’vl
　and 　

“ Golden −coloring 　on 　blue　background
，，

　in 〜’kko

ToshogU　Sカノines

北嶋　秀子　Hidek。　Kitajima

AbstractChokugaku

（a　sign 　dedicated　to　shrines 　by　an 　Emperor ，

　s　own 　handwriting）bGated　on 　the　face　of　yb〃7θ伽 ση at

A欣 ko　Toshogu 　Shrines，　Since　this　is　placed　in　such 　a　showy 　spot ，　it　seems 　that　there　is　a　special 　meaning 　to　it，　Such

kinds　of　signs 　are 　called
‘‘
Gokusaish’ki　’

｛These　signs　are 　known　as　Chokugaku　and 　Okimon（sign 　of　figures）．　They
are 　given　unique 　mean ｝ng 　through　their　color　scheme

‘‘

（∋oldei｝ coloring 　on 　blue　background ”

．　One 　of　the　Okimon 　is

located　on 　Koryo　at 　Suibansha．　The 　dragon
，
　phoenix　and 　other 　mythical 　animals 　are　employed 　as 　figures　of　Ok／mo η，

and 　it　is　generally　known　that　they　symbolize 　Tok凵gawa ’θγas ロ，

Upon　doser　inspection　of
‘‘

（∋01dθη一coloring　on　blue　background
門
　in　relation　to　Chinese　philosoρhy，　it　can 　be

expressed 　that　gold　embodies 　the　color 　of　yellow．　Therefore　the　meaning 　of
‘‘

（∋o ’den−coloring 　on 　blue　background
，，

has　to　compare 　with 　blue　and 　yellow．　These 　colors 　are　inspected　by　their　literal　meaning ，　and 　it　is　cleared 　that　blue

represents 　the　color 　of　the　lower　rank 　such 　as　the　color　of　clothes　for　humble　people．　Contrastmg　the　blue，　yellow
represents 　the　color　of　a　higher　rank ．　The　color 　of　clothes　is　permitted　to　wear 　only　for　the　Emperor　and 　the　crown

prince．　It　has　been　discovered　thaUhe 　blue　and 　yellow　are 　contrastive 　color 　in　their　color 　rank ，
‘‘Goldθη一coloring 　on

blue　background ，，

　typifies　the
‘‘

（∋ok りsa ’sん’k’
，，

，　and 　that　consists 　of　two　contrasts　with 　visual 　and 　color 　rank 　in

Toshogu．

The　meaning 　of　gold　is　similar 　to　ye開ow ，　besides 　gold　denotes　the　power　and 　wealth ．　This　part　is　significant 　for

Toshogu．　That　is　to　say ，　the　great　force　of アbkμgaレva −shogunate 　and 　leyasu　are　symbolized 　by
‘‘

Gokusaishik’
”
　and

‘‘

gold
，，

，

Keywords ：〜承ko　7bs わog ロ 3力〃r〜θε，　Go触 5a ’5わ炊 ’，（∋01dθη
・coloring　on 　blue　background，　Ok 〃ηoη

要　旨

　日光東照宮 （以下 ，東照宮）・陽明門の正面 に懸か る勅額は，人 目に つ きやす い箇所 に配されている為，特別な意味

が込め られて いると考え られる ．「極彩色」と称されるその類は ，勅額の ほか に 「置紋」と呼ばれる独特な意 味を与え

られ た 「青地に金彩」の紋様と して ，水盤舎 虹梁などに見出される ，置紋の形象に は龍や鳳凰など が採用され ，いず

れも徳川家康 （1542 − 1616 、以下 ，家康）を象徴す るもので ある と一般的に は理解される．

　 「青地に金彩」を陰陽五 行説の 五 色から検証する場合，厂金 ＝ 黄 ＋金属光 沢」と表す こ とが で きるの で ，色相におい

ては青 と黄で比較 しなけれ ばな らない ．青と黄 を字義か ら検証すると ，青は 「青侍」の ように官位の低いこ とを表 し，

ま た中国 で は 「青袍」が 「賎者の服」とさ れる ことか ら ，身 分の低い者の 服の色 で ある こ とがわか っ た．そ れに対 して

色相 ・黄 は天皇 と皇太 子だ け に着用を 許され た 厂禁色」と して用い られる色である ．青と黄が身分や官位にお いて対

照 的な色相で ある こ とは新たな発 見 であ っ た ．東照宮におい て ，その 「極彩色」の 代表とも目される 「胃地に金彩」

は ，「視覚的な対照性」と 「色格における 対照性」とい う 2つ の 対照 性をも っ て成 り立 つ ，

　金の も つ意味は黄に準 じる が ，さ ら に権力や富を象徴するの が金であ り，この部分が東照 宮で は大きな意味をも つ ，

すなわち ，勢い猛の徳川幕府や家康を 「極彩色」や 「金」で 表 したの である．
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ー ド ：日光東照宮，極彩色，青地 に金彩 ，置紋

　
…

一
＿＿．一 83 ［＝ 一 ］

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

一 1ヨ本色彩学会誌　第 33 巷　第 2号 （2009 ）

1．は じめに

　知 られる通 り東照宮は家康の霊廟で あ り現 在の東照

宮は ，3代将軍 ・徳川家光 （1604 − 1651 ，以下 ，家

光） によ っ て 1636 年から6年をか けて全面的に造替

された ものである
＊ ．

　前報告で は ，主 に 『国宝東照宮陽明門 ・同左右袖塀

修理 工事報告書』
1）（以下 ，「修理工 事報告書』）に記 され

た 「極彩色」を基 に ，東照 宮に おける 「極彩色」の 7 つ

の意味を示 し，それ が徳川 幕府 にと っ て 眩耀誇示の彩

色で ある ことを明 らかに した ，そ して ，「極彩色」に主

役と脇役の 2つ の型が あるこ と，主 役型 「極彩色」を代

表するのは 「地が濃色で 金彩を含む彩色」と りわけ 「青

地に金彩」で ある こ とを示 した．

　 「修理工 事報告書」は ，主 に国宝や重 要文化財に指定

され た建造物に お い て 修理 修復を行 っ た場合 ，記録保

存を 目的に修理 竣工後に提出が義務付け られ て いる ．

明治 30 年の 「古社寺保存法」よ り始 まるが ，昭和 4 年

に 「国宝保 存法」に改 め られ ると ，修理 現場で の 調査態

勢が強化され報告書の 内容も工 事中の 発見銘文や解明

された学術的事項が増えた ，昭和25 年の 「文化財保護

法」に移行 後は ，その学術的価値はますます高 くな り ，

その 建造物 に関す る最 も権威の あ る 文献 と な っ て い

る ．「修理工 事報告書』は大 河 直躬博±ほかによ っ て執

筆され て い る ，

　東照 宮にお い て建築学的な見 地か らの研究 は多い

が，色彩学を基本と した研究は少ない ．そこで ，今回

は東照宮を代表 す る 「極彩色 」で あ る 「青地に金彩」に

焦点を当て て 検証す る，

　東照 宮は ，「見 ザル ，言 わザル ，聞かザル」の三 猿で

有名な神厩 （唯一の 和様建築）以外す べ て 唐様の 建造物

で構成され る ，ま た ，建 造物の随所に中国 ，特 に陰陽

五 行説との 関連が見出される ．

　それ が思想と しても深 く入 り込んで いるこ と は ，陽

明 門の唐子 遊びの主題が 「孟母三 遷の教え」 ・「司 馬温

公の かめ割 り」の ように中国 の故事 にち なんだもの で

ある こと ，また中 国の伝説的説話 か ら題 材を と っ た仙

人像が配されるこ とか らもわかる ，さ らに唐 門に 「堯

と舜」
・
「竹 林七 賢人」

・
「巣父 と許由」な ど賢人 の 彫

刻が配されるのも ，中国 の思想を尊んだ ことによるも

のである．

　本稿 は ，そ の中 国思想の根源 とも言える陰陽五行説

を基 に 「青地に金彩」を考察 しよ うとする もの で ある ，

　陰陽五行説とは ，古代中国に起源をも つ 哲理で ，五

行とは ，万物組成の元素 「木 ・火 ・土 ・金 ・水」で ある，

一切の 万物は陰 ・陽の エ ネルギー
によ っ て生 じ，五行

中，木 ・火は 陽に ，金 ・水は 陰に属 し，土はその中間

にあるとし，これらの消長 ・運行によ っ て天地の変異 ，

災祥 ，人事の吉凶を 説明する ，五行には 色彩 ・方位 ・

季節な どが対応 して い る ．すな わ ち ，五 色と は 青 ・

赤 ・黄 ・白 ・黒で ，方 位は 東 ・南 ・中央 ・西 ・北 ，季

節は春 ・
夏

・土用
・秋 ・冬である ，

　陰陽五 行説の 五 色 は ，古来聖域を守護するた め の 魔

よけの シ ンボル と して用い られ た ．両 国 国技館の 吊 り

屋根の 四隅には，青 ・白 ・赤 ・黒の房が下げられて い

る ．こ れも東西南北に対応 する五 色 で ，元来は五 穀豊

穣を祈念するもの で あ っ たが，こ こで は土俵を護る魔

よけの役割を果 しているのであ る ．

　東照 宮を代表す る 「極彩色」が 「地が濃色で金彩を含

む彩色」の 「青地 に 金 彩」で あ る こ とは既述の 通 りで あ

る，この 「極彩色」例には，陽明門
・
両脇の 間天井 に描

かれた ，地が緑青で金彩の雲や，砂子蒔の 霞を有する

天 人像 と迦 陵頻伽も 含 まれ る が ，東照 宮を 代表す る

「極彩色」と い う場合に は ，「青地に金 彩」の 「地が群青

で ，図像と して金色 の龍 や鳳凰な ど」が配され た置紋

を抜き に して は考えられない ，それ らは ，特別な意味

が込 め られた 「極彩色」だか らで あ る ．

　それ では ，「青地 に金彩」の置 紋は 何を表 して い るの

で あ ろ うか ．ます ，陰陽五 行説と東照宮と の 関連 を検

証 し，そ の後 ，「青地に金彩」の置 紋が意味する ところ

を形象 ・色彩と辞義の面か ら明 らかに して い く，

＊

寛永の 大造替の 決算書で あ る 『東照菖御造 営帳』が幕

府に提出されたのが，寛永 19年（1642 ）9月であっ た ．

2 ，陰陽五行説 と日光

　日光 と陰陽五 行説との 関連につ い て ，具体的にみて

い こう．例え ば陽明門に つ い て見れ ば，そ れを代表す

る色は ，柱に代表される胡粉の 臼 ，組物他 に用 い られ

て い る黒漆の 黒 と ，金 彩の 金 ，そ して 極彩色の青 ・

赤 ・緑な どであ る ．

　その 内 、青が濃くな っ たもの を黒とみなすこ とがで

きる ．青は中 国語 で は黒の 意味 も含む ことは 、青布が

黒い 布 ，青友 が黒髪 を意味することからもわか る ．そ

して 青と緑につ い て は 「青い麦」が 実際の 色相は緑で あ

るよ うに ，当時代の概念と して 「あお」とい う一
つ のこ

とばが使われ て いた こ とか ら，緑は青とも考え うる ．

　また ，金は色相 ・黄である ．したが っ て ，陽明門 は

5つ の色 ，すなわち青 ・赤 ・黄 ・白 ・黒によ っ て構成

［一 ］ 84 ［一 ］
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北嶋 ：日 光東照 宮に お け る 「極彩色」と 「青地 に金彩」

されて い る とも言え 、陰陽 五 行説 の 五 色と
一

致 する ．

　陰陽五 行説で は原 初唯
一

絶対の 存在は ，「混 沌」であ

る ，これを 陽 』で は 「太極」とするが，この太極から

派生す るもの が 「陰陽」二 気で ある 2）．すな わち ，「太極」

とは 「易』の生成論 におい て ．陰陽思想と結合 して 宇宙

の根源 として 重 視された概念で ある ．その 「太極」か ら

始ま る宇宙生成 を描い た 図 が 「太極図 」で ，「陰陽紋」

とも い う ．こ の 陰陽紋は ，黒が生れ て は消え る ，それ

と同 時に白が生まれ ，臼が消滅する とき にまた黒が生

まれる，と永劫不易で エ ネルギーとして絶えることが

ない様 を表 す ，すなわ ち ，色彩 に おい て 白と黒 で 代 表

される陽明門は，永劫不易で絶える ことのない エ ネル

ギ
ー

生成を表 して いる と筆者は解釈する ，

　次に ，陰陽五 行説 では ，四方に四 神が対応する ．四

神と は ，高松塚古墳の 壁画 に も 描かれ て い る北の 玄

武
・
東の 青龍

・
南の朱 雀

・
西 の白虎 で ，天 の 四方 を つ

か さど る 神で あ る ．こ の 四 神に 相応 じた ，北に 丘 陵 ・

東に流水 ・南に汗地 ・
西 に大道があ る場所が理想的な

吉地 と される ，日光の 場合 ，北に 日光連山 ・東に稲荷

川 ・南に大谷川 ・西に中禅寺道や瀧尾道があ D ，まさ

に 「四神相応 」の 理想的な地 相をそな え て いる S），さ ら

に山川 ・水流な どの様子 を考え合わ せて ，建築物の位

置を定め る 風 水に お い て も ，日光 は 理想的な 地相で あ

る といえる ．このよ うに日光修験の 伽藍群を 移 して建

て られた
4 〕 東照宮は，陰陽五 行説との関係 により ，方

位 と自然の 地形 が重要 視 され ，四神 に相応 じた吉相 の

地が選ばれ て い たの で あ る ．

　さ らに ，東照 宮とい う霊 廟 は ，江 戸の ほ ぼ真北に建

設 され た ，こ れ は 古代中国 の 「宗廟祭祀 は 北方陰祀 で

あ る」
51

との 思想によ っ たもの と考え られ る ，中国の

考え方で は ，死 者の魂魄は死後身体か ら遊離 し ，魂は

天に 上 っ て 神とな り ，魄は下 降して 鬼に な る と い われ

る ，北方はこの 魂魄を一
つ に収束す る と ころ であ るか

ら、北 に宗廟 をつ くる とい うの である ．直接的には家

康の 遺言に よ っ て 決定さ れ た日光霊 廟の 地で あ るが ，

家康が日光と決めた根底には，中国の陰陽五 行説を知

悉 し，日光が江 戸の ほぼ 真北に位置す るか らと推察さ

れ る ．北斗七星 や北極星 が住む北の 空 間 に は ，人間 の

生命を支配する神秘的 な力が ある と考え られ てお り6〕，

陰陽道や風 水ばか りで はなく，仏教で も北 を神聖視 し

た ．また ，東照宮廟内の 配置において 、主な社殿の北

側 に ，墓 所 で ある奥社 ・宝塔 が建 っ て いる の も ，陰陽

五行説 の哲理 によ っ て いる と考え られる ．

　東照大権現は ，北極星を背に 南面 して座 し，そ の先

には江戸城 があ る ，江 戸 すなわ ち徳川 幕府 の安泰 を守

護神と して見守る とい う家康の遺志が 感 じられ る ．主

な建造物である 本殿
・唐門

・陽明門 は ，南に 向いて建

っ て いるの で ，これ らの真後ろには北を示す北極星が

輝い て い る ．陰陽五行説 で は ，北極星 を中 心 とする部

分が天の 中心 ・宇宙全体を主宰する神 「天帝」と考え ら

れて いる訳 であ る ，した が っ て ，本殿な ど南面する建

造 物を拝む とい う こ と は ，同時にそ れ らの背後の 「天

帝」を拝むこ とでも ある ．ここ では家康と天 帝が重ね

られ ，東照 大権現を最高神とする手法が考えられて い

るの で あ る ．

　 とこ ろ で ，平安 時代 の権力者 ・藤原 頼通 （992 −

1074 ）は ，こ の 世に極楽浄土を造るべ く平等院鳳凰

堂を 建立 した ．そ して ，家光 は江 戸の 世の守 り神 と し

て 東照宮を造らせた．特に陽明門は神仙思想 を取 り入

れ ，中国の 仙人 や悪霊 か らの守護神とされ る霊獣で 飾

り 立 て られ た ．

　そ れま で神社とは ，自然信 仰 か ら生 まれ た神や ，菅

原道真を祀 っ た天満宮の ように ，たた りを避 けるため

に怨霊を神と して祀 っ た場所で あ っ た ，しか し，日光

にお い て 祀 られるの は神や仏ではな く，家康とい う身

近 で生 き た人が な り変 っ た 神である ，そ して ，その神

を守護す る役割を中国の仙 人や霊 獣に託 した ことが重

要 なの であ る ．こ こに は家康 ＝ 主 ，中国の 仙人や霊

獣 ＝従とい う関 係が成立 し，神仙思想を取 D 込 んだだ

け で はな く ，そ れを家康を最高神に祀 り上 げ る ため の

手段としても利用 して い る ．

　ま た 、陽明門は ，東照宮の 中で 霊獣彫刻の数が一番

多 い 建 造物 であ る ，した が っ て ，陽明 門の東 照 宮内 に

おけ る位置付 けもおの ずと推察されうる．陽明門は東

照 宮の 「魔よ け」の門なの であ る ，「魔 よけ」の 主が ，霊

獣や仙人で あ る こ と は ，陽明門 が，ひ い て は東照宮が，

中国つ ま りは陰陽五行説との結び つ きが いか に強い か

を示 して いる といえよ う ．

3 ．「極彩色」の色彩

　東 照宮に お ける 「極彩色」で ある 「青地 に金彩」の

「青と金」を中心 に色彩の面 か ら考察する ，

　 さて ，中国の 創世記 は ，陰陽思想の表出に他な らな

い が，そ れをそ の まま踏襲 している 日本人は ，当然の

ことながら中国の五 色の 色彩観を受け入 れて いる
7 ｝．

陰陽五 行説で 青 と金 を中心 に すえ 五 色 や 五 行を考え れ

ば，相対 する もの はわか りに くいが ，方位 や季 節で み

れ ばそ れ が明 らかで ある ，すな わ ち ，東に対す る西 ，
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春 に対す る秋で あ るか ら，五行 で金に対するの は木 ，

五 色 で 青 に対す る の は 白と い う こ とが わ かる （表 1参

照），

表 1　五 行配当表
　 1
五行　

1

木 火 土 金 水

五色 青 赤 黄 臼 黒

方位 柬 南 中央 西 北

季節 春 夏 土用 秋 冬

「青と金」はどち らも色彩と し て存在す るの で混乱 しが

ちで あ るが ，「青」は 五色の 青 ，「金 」は五行の金 で ある

か ら，「青 と金 」を比較する ことはで きない ，これ らを

比べ る ため には ，五 色の 青に対する 「白」 ・五 行の 金に

対する 「木」でなければ ならない ．すなわ ち ，五 色で は

「青と臼」．五行では 「金 と木」で比 較 しな ければ ，その

真意は わ か らな い ．

　さ らに色 彩の 「青 と金」に注 目す るな らば ，「金」は

「黄 に金属光沢 を有す る色」であ るか ら，色相 「青」は

「黄」と比較 しなけれ ばな らない ，す なわち ，「青 と金」

は色相 ・「青と黄」と して考える べ きである ，

3 ，1，青

　五色の
一

つ 「青」は既述の通 り ，陰陽五行説 で は五行

で木 ・方位は東 ・季節で は春に当て られる，色相 ・青

は中国語では青 ・緑 ・黒の意味を含み，日本より範囲

が広い
E ） こ とが知 られ る ．青は色相

・
青 のほ か に 「青

眼」が 「黒 い 目」，「青衣」が 「黒服」を ，「青草」が 「緑の

草」を，「青苔」が 「緑の 苔」を意味する ，こ の こ とか ら

も中国語の青の範囲の広さが理解されよう．

　 「晴 れ」の衣 に対 して ，青衣が 「褻」の 衣 であ る黒服

やふだんの身な りを表す ことは，「青」とい う文字の色

格 によ るも の で あ ろ う．また ，「青袍」には 「賎者 の服」

とい う意味もある ，

　青は 「あ おい」や 「青 二 才」に見 られ るよ うに未熟で

ある こ と，そ して 「青侍」の ように官位が低いことを意

味する ．したが っ て ，「
圭

目 」は色格として は決 して 高い

とはいえない文字である ，

　また 『漢字源』（学習研究社 ，2002 ）には ，「昔 ，あ

お竹の 札に文字を記録 したの で 、記録を青とい う」と

あ る ．「あお 竹の札」を 竹簡 といい ，文字を書 く紙の役

割を した ．北 京オ リ ン ピ ッ ク （2008 ）の 開会式で ，筆

をイメ
ー

ジ した無 彩色 の衣裳 を着 た多 くの 出演者たち

が手に して い たもの が竹蘭 で ある 、竹のあ ま皮か ら転

じて ，竹簡 の ことを青謝 ともい う，

　竹 は生 命力 が強 く，ど こ に で も根 を張 り ，その 勢力

圏 を急激に拡大す る植物であ る ，そ の よ うな植物か ら

作られる 竹簡 は ，手 に入れ やすもの で あ り，誰も が手

にする ことができた ，希少価値のある貴金属 ・金と対極

に位置 することがわか る，したが っ て ，青は色格とい う

点にお い て 万人向け の 色相であ るこ とが想像ざれる．

3．2 ． 黄

　黄は五 行説で は地の色 （土色），中央の色とされる，

五行では土
・
方位で は中央

・
季節で は土用 に当て られ

る ，ま た ，「黄金 」の よ うに 「こ が ね」や 「貨幣」な ど ，

価値ある ものの たとえとして用 い られる ．

　 日本の衣服例 （養老 2年 、718 ）で は ，黄袍は無位の

色とされ るが ，黄は
一

般的に は地上 の支配者 ・皇 帝の

色で高實な色 とされる ，何事 に つ け範を中国に求め た

古代 日本人 は ，そ れ を我が 国 に も導入 し ，黄櫨染 （こ

うろぜん ）を天 塁の 、黄丹 （お うに）を皇太子 の正式袍の

色とし，禁色と した．黄丹 は 「チャ イニ ーズレ ッ ド」と

もいわ れ ，つ よい黄赤であ り、黄櫨染は茶系統の色 で

ある ，「日中辞典』B〕 には 「黄色の色調は日本語の黄色

よりもかな り広 く，茶色に近い色や赤に近い 場合もあ

る」と記され て いる の で ，つ よ い黄赤 で あ っ て も茶系

統の色であ っ て も中国で は色相 ・「黄」の 範疇にある ，

黄砂に見 られるように，黄色 は中国の 国土の色で もあ

り，最も尊い色で あ っ た．

　東 照 宮で色 相 ・黄は ，顔料の黄 土 に よ っ て彩色され

た もの で あ る ．黄土 は茶色の 繧 繝彩色 （朱土
・
黄 」二

・

胡粉）の中間色と して 使用される場合が多い ．金 を 「色

相 ・黄 に金属 光沢を有する 色」と定義すれば ，金 に代

表 され る索照 宮で の色相
・
黄 の大部 分 は ，金 か ら金 属

光沢を引いた金の下地と して の色相で ある．したが っ

て下 地に黄を含む金は ，豪華 で光 り輝 く希 少価 値の あ

る貴金属 であ る とい う以前に ，禁色の ような 高貴な色

ともい う こ とが で きる ，

3．3 ． 金

　金色 は JISII貫用色名 にもあ り，「銅族元素の
一

つ で ，

単体は黄 金色 で光沢 があ り ，厚さ 0 ．1マ イ ク ロ メ
ー

ト

ルの箔 にもで きる貴金属 ，金 の ような色」1D） と説明さ

れる ，

　金 は古 代か ら仏像や仏具に使用され て きた が ，前 回

指摘 した よ うに ，建造物 へ 装飾彩色 として金が用 い ら

れ るよ うにな っ た の は ，桃山時代 か らと考え られ る ．
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北嶋　日光東照 宮に お け る 「極彩色」と 「青地 に 金彩」 一

この 時代 に は織 田信 長 （1534 − 1582 ，以下 ，信

長）・豊臣秀吉（1537 − 1598 ，以下 ，秀吉）や家康

のよ うに，天下統
一

を果 し，国を
一

つ にまとめ上 げた

英雄たち が現れ る ．

　信長は安土城 ，秀吉は黄金の茶室など金をふ んだん

に使 っ た建造物を造 り，その金 を己が力の背景 と した．

　そ の 安 ± 城 に つ い て み れ ば ，信 長 は 天 正 4 年

（1576 ）に壮大 か つ 奇抜な安土城天 守 を築い て いる ．

そ の金彩は 「何れも，下より上まで ，御座敷の内 ，御

絵所 ，悉く金 なり」や 「上七重 め ，三 間四方 ，御座敷の

内，皆金な り，そと がわ ，是れ又 ，金な り」11） と記さ

れ てい る ，すなわ ち ，権力者 ・信長にと っ て金 とは権

力その もの であ り ，金彩の 範囲 が広け れ ば広い ほ ど，

権力が強大である こ とを示 して いた．

　秀吉の黄金の茶室も 同様である ，茶道具 だけで はな

く，茶室全体まで すべ て金であ っ たことは ，豊富な金

すな わち ，強大 な権力を視覚的に示す もので ある ．

　そ して ，家康の 東照宮 ・陽明門で使用された金箔の

枚数は 21 万枚
1〕 である ．金箔 1枚が 10 ．90m 角，重 さ

は 100 枚で 1．5g ない し2g で あるか ら ，陽明門だ けで

3．1　5〜4．2kgの金が使用され ている こ とにな る ，決 し

て大き い建造物とはいえない陽明 門 に ，これだけの金

を使用 して い る わ け で ある か ら，大半が金 彩で ある と

い っ ても過言ではない だろ う．

　さ らに ，『修理工事報告書』の第 1章に 「陽明門の詳細」

に つ い て記 した箇所がある ．A4 サイズを上下 2 段組に

して 3頁 （「修理 工 事報 告 書』の 38 〜40 頁 ）で あ る ．こ

れ だけの中に鍍金 ，金襴巻 ，金物 ，金物包 ，漆箔 ，沈

金彫 ，絵 箔な ど金色 を表す 文字 が 38 頁 に 40 箇 所 ，

39 頁 に 87 箇所 ，40 頁 には 98 箇所もあ る ．も し，こ

れ らの 文字を網掛け にすれ ば ，その 3頁は ほとん ど灰

色になる くらいで ある．それほどまでに東照宮で は金

彩が使われて い る，その他にも屋根の紋金具 ，胴板金

具や唐草瓦 に使われ る漆箔押が ある ．ま た漆箔押 は高

欄の逆蓮の銅製金具 の 上 に も使用 さ れて い る ，い ず れ

に しても ，菓照宮を 代表す る色彩が 金色 であ る ことを

裏付 け ，そ の権力 の 強大 さを金彩 の 多用 によ っ て示 し

て い る ．

　権力者の もつ 目に見えない 権力 を，実際以上 に拡大

して見せ ，誰に で もわ かるよ うに顕現 したのが 「金 」で

あ っ た ．金は色褪せることなくい つ まで も光輝くこと，

豪華な感覚 ，希少価値の ある貫重な金属である こ とな

どか ら，い つ の 時代にも人 々 を魅了 して きた ．さ らに
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黄金の輝きを失わない こ とか ら、不 老不 死の 象徴とも

された．そ してそれは時には権力者の権力誇示 であり，

時には富の象徴であ っ た．

3 ．4 ．青と自

　 この 項の 最後 に色彩 と方位の 関係か ら，青が表す

「東の 青龍」と ，それ に 対す る 「西 の 白虎」の 関係 に つ

いてみて いこ う．

　 「東の青龍」と 「西 の 白虎」の 関係は，東照宮で は特

別な意味を も つ と考え られ る，それは徳川幕府の守護

神 ・東照 大権現とな っ た家康が ，天 文 11 年生まれの

寅年で あ る こ と ，それ に加えて ，正保2年 （1645 ）そ

れまで東 照社で あ っ た
一
神社を ，宮号 が付いた現在の

東照宮 にした立 役者で ある家光が ，慶長 9年の辰年生

まれだか らである ．

　天 皇より宣下 された宮号 を称するの は，菅原道真を

祀る天満宮と東照 宮だ け で あ り 、な おか つ 江 戸時代を

通 じて例幣使
＊

が派遣された神社は ，伊勢神宮と東照

宮だ け で あ るか ら，家光の東照宮に おける功績は計 D

知れない ，

　家康は寅年の寅の刻に生 まれ ，その 時，生 母 ・於大

の 方が 日頃崇拝してい た三河鳳来寺の薬師十二 神将の

中の 寅神の 姿が ，忽 然と消え たと伝え られ て い る ，一

方 ，東照 宮には木彫で 38 体 ・41 頭 の虎の 彫刻が存在

し，実在する動物の中で は最多 12）
である ，虎と家康の

結びつ きの深さ ，東照 宮にお ける虎 の位置 づ けを示 し

て い る ，

　 また ．拝殿 の入 口正面 の唐 破風 の下 に 二 頭の虎 が配

される が ，他の 神社の 例で は ，こ の 位置に虎があ る 場

合 ，龍と組み 合わされ る ことが多 い
．
3 ）．しか し，東照

宮では 「龍虎」の組み合わせは見 られ ない ，龍虎を並べ

れば，龍 と虎が対等にな っ て しま うか らで ある ，すな

わち，尊敬する家康へ の家光の従川頁の証で あり ，遠慮

で あろ う，

　 した が っ て ，霊 獣で ある龍よ りも実在す る虎が ，東

照宮で は上位 に置かれ て い ると推察される ，なぜな ら

ば ，龍は家光 の ，虎は 家康の 干支 だ か らで ある ．こ れ

を 五 色 に当て はめれ ば ，青 （龍）よ D も 白（虎）が上位で

ある とい うこ とである ．すな わち ，東照宮 では 白が青

よりも色格と しては高い位置づ けとなり ，青の色格を

知る手がかりの一つ となる ，

　 ここま で東照 宮におい て 「極彩色」を成す色彩を中心

に検証 した ，次はこれまで に述べ た色彩の うち，青 と

金 で 構成される 「置紋」に つ い て み て い こ う，
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＊

朝廷か ら毎年の決ま り と して神に捧げる 幣帛（へ い

は く〉を届 けるた めに派遣される勅使 ，

4 ．置紋

　置紋 とは 、虹 梁や 丸桁な ど建物の 目立 つ 場所 に配さ

れた紋である ，文献に よっ て は 「飛 紋」と記す場合もあ

る ．東照宮関係の各修理 工事 報告書には ，「置紋」また

は 「飛 紋」と 2 つ の記 述を用 い て いるが ，東照 宮文庫長

であ り，権禰宜 で あ る高藤晴俊氏 によれ ば ，どち らも

同 じ箇 所を指 し，厳密な 区別はな されて いな いとの こ

とである ，これは現代の修理工事報告書が，江戸 時代

東照 宮の装飾仕様で あ る宝暦 3年 （1753 ）の 「御結構

書1を一部下敷きにして いる こ とによる．

　置紋の枠内に形象を配置す るが ，枠の 形は丸や菱輪

な どさ ま ざ ま で あ る ，「青地 に 金彩」の 拝殿
・丸桁 ・獅

子置紋の枠は三輪 ，水盤舎 ・虹梁
・龍の置 紋の場合は

菱輪で ある ．枠は繧繝彩色や金彩などで強調され，中

に配され た形象 を目立たせ る効果 を与 えてい る ．

　置紋の地は，朱の赤や群青の青などで ，その 中に枠

か らはみ出る ような勢いで 形象が配され る ，中神庫の

虹 梁には ，朱 の地 に向い蝶の金彩 の置 紋 ，陽明 門の柱

には胡粉塗 りの 置紋もある ．しか し，こ こ で は上 述の

青 と金 の 置 紋 に つ いて 検 証す る ．配 され る 形象 には ，

龍 ・
飛 龍 ・

鳳凰
・唐獅子な どがある ．

　いず れも権力 を象徴する もので ある と推測され るの

で ，以下に形象面をみて い ぎたい ，

4．1． 龍

　龍に は飛龍 と龍がある ．龍は昇天 出 来 F 飛 龍は俗界

に の み棲息する と言 い伝え られ て い る 14），そ の 大きな

違 いは ，飛龍が翼 をも っ て いる こと
・
足 が鳥の爪であ

る こと ・
尾が魚の形で あること ・体表が鱗 ではな く羽

毛であるこ と，など で あ る ．『大漢和辞典』9 ｝ には 「聖

獣の名」や 「山の 精」などともみ える が，飛龍とは ，鳥

の よ うに空を 飛び まわ る龍で ある こ とか ら ，こ こ で は

龍の
一

種 と して 扱 う．

　龍は 、頭 が駝 ・角 は鹿 ・目は 鬼 ・耳 は牛
・
胴体は

蛇
・
腹 は蜃

・
鱗は鯉

・
掌は虎

・
爪は鷹とされ る ，九種

類の動物の特徴を有 して い る ことから九似（きゅ うじ）

とも い われ る ．言 うまで もな く龍は想像上 の霊獣で ，

中国で は格別 に神霊視される鱗虫の長である ．「す ぐれ

た人物のたとえ」 ・「天子に関す る物事に冠す る語」な

どの意味もあ り，古代中国以来 「天子の象徴」で あ っ た

ことは周知の通 りで ある ，古代中国で は五 本爪の龍は

「王の象徴」であ り ，
一
般的に爪の本数が減るほど位格

が下 がる とされる ，朝鮮な どの 周辺国で は ，中国 に遠

慮 して か龍の爪は四本で あ っ たよ うだ ．さ らに東照 宮

の龍は ，爪の数は三 本とな っ て いる ．

　 「能く幽に して能 く明 ，能 く細 に して能く巨 ，能 く

短 に して能 く長 ．春分 に して 天に登 り，秋分に して 淵

に潜 む」よ うに ，龍の 観念 はその 呪霊 を駆 使する古 代

のシ ャ
ーマ ニ ズム 的な信仰に起源 して い る

15〕．

　東照宮には 龍の彫刻が92 体あ る
16 ）が ，霊 獣彫刻の

中で は唐獅子 に次 ぐ数である ，これ ほど多 く龍の 彫刻

が配されるの は ，龍そのも のが東照 宮におい て 重要視

されてい ることを表す．龍が東照 菖に多用 されたの は，

古代中国以来 「天子の 象徴」とみなされ，東照宮の守護

神
・家康にふさわ しい霊獣であ っ た か らであ ろ う．

4 ．2．鳳凰

　龍が鱗虫の長であるように，鳳凰は烏類の長である，

鳳凰 は ，r聖人が世 に出ればこれ に応 じて現 れる とい う

瑞鳥，梧桐に棲み ，竹の実を食い ，醴泉を飲む ，羽毛

は五色 で ，声は五 音に中 り ，飛べ ば群鳥こ れに従 うと

い う．雄を鳳 ，雌を凰 とい う」
9〕とさ れる想像上の 鳥

で ，吉祥を象徴す る ，麒麟 ・亀 ・龍 ととも に 四 瑞と し

て尊 ばれた ．鳳凰 は ，「徳」「義」「仁」「信」「忠」「正」「武」

の 七徳を有す る とされ る ．中国 で は 「龍」を天子 に例え

る よ うに ，「凰 」（雌の 鳳 凰）を皇后に例え る ，ま た 「鳳

駕」「鳳車」など天子 ・宮中に関わる事物に 「鳳」を冠す

る ことが ある ，したが っ て ，鳳凰は天 皇 との 関連を 印

象付ける ．

　鳳 凰 と唐獅子 とを比較すれ ば，鳳凰 が本殿の ，唐獅

子が拝殿の 丸桁 に配され る こ とか ら ，東照宮で は鳳凰

が唐獅子よ D も上位に置 かれる ことがわか る ，

　鳳凰 は聖徳の 天子の 兆 しと して 現れるの で あるか

ら，鳳凰の存在する と こ ろ には 「聖徳の天子」が現れ て

い る こ とを示す ．東照 宮では ，天下泰平の世 を造 り出

した家康 とい う「聖徳の天子」が既に現れ て いる こ とを ，

鳳凰 を多用 する こ とで示 している ．

　家康を 「聖 徳の 天子」や 「聖 人」を意味す る鳳凰と重

ね るこ とによ っ て ，天 子 とみ な して いる こ とが理解 で

きよう．

4．3．唐獅子

　唐獅子 は ，猪 （い の し し）・鹿 （か の し し）に 対す る

「カ ラの し し」であ る 、カ ラは異国一般を意味する古語

である か ら外国産の獅子 ，すな わち ライオ ン の ことで
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あ ろ う．唐獅子の 概念は シ ル ク ロー ドを通 じた西方か

らの伝 来 と考え られる ，「獅」は ，「虎豹を食う猛獣であ

り，その声は雷の こ とく，一吼するこ とに百獣が辟易

するの で ，獅子吼とい う」
］ 7］ とある ．

　東照宮の 唐獅子は ，霊獣彫刻の 中で は数が 129 と最

も多 く 16），その ほ とん どが陽明門 に集中 して いる ，唐

獅子 は ，索照宮と い う霊 廟の 守護獣と 目され る ，した

が っ て ，本殿や 拝殿 など本社部分 へ の入 口で ある 陽明

門に多く配されて おり，悪霊が入り込むのを防い で い

るの で ある ，

　また、「獅」は 「猛々 しさ」や 「勇猛 ぶり」の 印象から，

そ して 「百獣の王」とされ る こと か ら 「王者の象徴」と

考え られ る ．さ らに仏教では ，人の王 である仏の象徴

とされ る ，「ヨヨ や 「王者」か らは ，こ こ で も家康との連

合が思 い起 こされ る ，

　平 安時代 に清涼殿の玉座の前 に唐獅子 形を置 い たの

は ，神仏習合思想 によ っ て 天皇の 神格を権威付 けるた

めで ，神社などの唐獅子狛犬の原 型と見 られる
．
8）．「唐

獅子」と 「権威」とが
一

体とな っ て いる こ とがわかる ，

　以 上み てきた よ うに ，置紋の 主題 と なる龍や鳳凰な

どは ，家康を象徴するもの と考えられ ，東照 宮におい

て は 非常に重要 視される ，重要視され る主題 を金彩で

枠か らはみ 出る ような勢い で配 し，その 地には補色の

青を使用 して い る ，目立 つ 場所 に目立 つ 配色で あ るか

ら，東照宮を訪れた人々の 目には ，自然と この 置紋が

印象付け られる こ と にな ろ う，すなわち ，「青地に金 彩」

の置紋は ，貴重 な金を用 い ，勢 い猛 の人物を想 像させ

る の で あ る ，そ れ に価す る 人物は ，東照 宮に お い て は

家康以 外に考え られ ない だろ う ，そ れ によ っ て家康 の

偉業を偲ぴ、幕藩体制の磐石ぶ りを知 らしめ ，幕府 へ

の忠誠心を植え つ ける とい う視覚的仕挂トけである ．

　東照宮を代表する 「極彩色」として 「青地 に金彩」の

置紋に つ い て主 に形象面よ り述べ て きた．しか し，「青

地に金彩」で は技法的にも ，配 される場所の面で も 「置

紋」以上の扱い をされ，唯一無二 のものがある ，それ

が 「勅額」で あ る ，

5 ，勅額

　勅額は家康の 象徴とい うよ りも ，家康その もの と考

え られるの で ，次は勅額に つ い て 検証する ，

　東照宮で表門を過ぎ ，右手に下神庫 ・中神庫 ・上神

庫 ，左手 に神厩 ・水盤舎な どを 眺めな が ら，さ らに高

い本社地 区を目指 して進 む と ，銅鳥 居 か らな が める 階
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段の さ らに上 に 楼門 の 陽明門が建 っ て い る ，「頭で っ か

ち」とも見え るそ の陽明門の 2 階唐破風正 面に ，建造

物に名札をつ けたような 「東照 大権現」と書かれた，縦

に長い長方形の額が かか っ て い る ，後水尾天皇 の 筆に

よる勅額であ り，「東照大権現」とは神とな っ た家康の

神号で ある ．

　 じ つ は ，こ の 神号 を掲げるの は 東照 宮にお い て 陽明

門だけで は な く ，境内の 入 口に建 つ 石 鳥居 に も 「東照

大権現」の 額束があり，後水尾天 皇の書で ある ことが

確認さ れ て いる 19〕．しか し，こ ち らは 「青地に金 彩」で

はなく，「黒漆に金彩」である ，

　勅額の額縁と外郭部を除 く部分は 「修理工事報告書』

によ れ ば ，「108 代後水 尾天皇 の 宸筆 によ る とい う額

で ，額面中央部に東照大権現の文字を浮彫 りにして粉

蒔 を施 し，額面 は群青を塗 り， …　 」とな っ て いる ．

地の長方形は青 ，文字は金である か ら 「青地に金彩」の

置紋と 同類で あ る ．こ の 金文字に 使用 さ れ て い る 「粉

蒔」とは ，漆に金粉を蒔いた もの で ある ．金箔 と違い

一
度光を内側 に取 り込ん で か ら光るため反射光が 交錯

し，深みの ある独特な輝ぎ を有する とされ る ．こ こ に

置紋と同 じ青 と金 の配色で あるが ，東照宮で は置紋が

所々で 見受け られるの に対 して ，青地に金彩の勅額は

こ こ だ け で ある ．

　東照 宮は建築様式や陰陽 五行説 な ど中国文化の 影響

を受けた建造物であるこ とは既 に述べ た ，そ して 東照

宮の勅額 と同 じよ うに ，青 地 に金 彩の 額 は北京の 天壇

公園にある祈年殿に もみ られ，こ こでも 中国 との 関 り

の深さ を知るの である ，

6，置紋と勅額の技法

　水盤舎 ・虹梁 にあ る龍の置 紋は ，「重要 文化財東照宮

表門
・神厩

・水盤舎修理工事報告書』2°） （以 下，『水盤 舎

修理工 事報告書』）には ，「龍 は置上金箔押 ．地は群青」

と記されて いる ，地の顔料は勅額 ・置紋とも群青すな

わち ，青で ある ．「置上金 箔押」とは ，漆塗で下地をつ

くっ た上に丹の具で下 塗 りを施 し，文様を丹 の具 にて

蒲鉾状 に盛 り上げて立体感を持たせ ，剥落防止補強の

和紙 を生漆 にて 貼 り付け ，その上 に地 塗 りの 丹の 具を

塗 り ，盛 b上 げた部分には金箔を膠にて貼 り付ける方

法であ る ．「置上彩色」ともいう ，

　勅額は前述 したように 「漆に金粉」であ り，龍の置紋

は 「膠 に金箔1である ，日光 は湿気 の多い土地柄 ゆえ に ，

動物性の 膠を使 っ た彩色は ，カ ビが発生 しやす く劣化

の進行が早い とい う ．漆の よ うな高価な材料を ，下地
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ばか D で な く，表面 にも用いて ，堅牢性に富ん だ彩色

を作 り上 げているの が勅額で ある ，

　ま た，同 じ金箔で も漆に金 箔と膠に金箔で は ，金 の

視覚的印象が全く異 なる ．『修理工事報告書』によれ ば，

陽明門
・脇の 間 の 天井 と壁が 交差 す る 部分 が 「漆 に 金

箔」の 組 物で あ り，金色の 光がつ や をも っ て輝 いて い

る ．それ に対 して 陽明門 ・南面左右の 随身像の 衣裳は ，

「膠 に金箔」で つ や消 し さ れ た金色の 印象で あ る ．「漆 に

金」の優位性 は ，視覚的 に
一

目瞭然で ある ，

　さて ，武家政治が始ま っ て以来 、時の王権は権威と

権力 を公 （天皇）と武 （将軍 ）の 間で分掌 して きたが，天

照大神の 子孫であ り，現人神と考えられて いた天皇へ

の畏敬の 念を捨て 去る こ とは政策上 か らも 出来な か っ

た と推察され る　そ れ は ，実質的な権力者で はあ っ て

も ，形式的に将軍と して補任されるため には ，天皇の

存在が必要だ っ たか らで ある ，

　その よ うな天皇の 宸書であ るか ら，他の大名や庶民

へ の 影響 力 と い う点 にお い て は 絶大 なる もの があ っ

た ．天皇の宸書に 「菁地 に金 彩」の置紋 と同 じ配色 を使

うこ とは ，置紋の地位を高め ，ほ かと は異なるもの で

あ る こ とを明確 にす る効果 が期 待 される ，それ によ っ

て 東照宮にお い て 「青地に金彩」がいか に重要な彩色で

あ る か を示 し て い る ，

　
一

方 ，重 要 な 意 味 が 込 め られ た 置 紋で あ る こ と を

「青地に金彩」で示 したが ，天呈の 宸書と置紋を同列に

扱うこ とは で きない ．そこ で 技法的に差を付け勅額の

優位性を保 っ た，と考えられる ．い ずれに しても、「青

地に金彩」が，東照宮にお い て 特別扱い され て い るこ

とは明白で ある ．

7 ．「青地 に金彩」の置紋

　東照宮に お ける 「青地 に金 彩」を ，筆 者は 「極彩色」

と考え る ．東照 宮の 「極彩色」に は 7 つ の 意味が考えら

れ る こ とを前回指摘 した　こ こ に再録する と

　 1） 地が金色 の彩色 ．

　2）対象物が画面い っ ぱい に描かれたも の ，

　 3）繧繝を用 い た彩色

　4）「紺丹緑金」の彩色 ，

　 5）一
見金 色に 見 え る ほ ど に 金彩を多用 した彩色 ，

　6）高級な技法が用い られた彩色 ．

　7）地が濃色で 金 彩を含む 彩色 ，

である ．

　こ の 中で ，1）・4）・5）・7）は金彩 を含む彩色 で

あ る ．本稿の 主題 で ある 「青地に金彩」は 「7）地が濃

色で金 彩を含む彩色」に当た る ，こ こ で は 「青地に金彩」

の置紋 と して代表的な 2例を挙げる ，

7，1． 拝殿 ・丸桁の獅子
＊

の置紋（図 1）

　 「青地 に 金 彩」は前 回指摘 した よ う に ，主役型 「極彩

色」で あ り ，脇役型 「極彩色」に 当たる の が 「繧 繝 を用

いた 彩色 」で ある ．その 特質は 図 1によ く表れ て い る

こ の 拝殿
・丸桁の 置紋は ，「国 宝東照 宮本殿

・
石之 間

・

拝殿修理 工事報告書』
21 ）

によ れば ，文様また は主題 は

「剣牡丹唐草獅子の 置紋」，彩色技法の 詳細に は 「地緑

青，牡丹 唐草は置上絵箔押 ，花は朱 繧繝 ，葉は群青繧

繝，飛紋枠の 内獅子図の置上 ，地は 群青埋落 し，縁と

獅子は金 箔押 ，上 墨線書」とある，

　 「地緑青」とは ，丸桁全体の地が緑青の緑であ り．置

紋周囲の牡丹唐草は膠 に金箔の金彩で ある．剣牡丹
＊ ＊

の花は朱繧繝，牡丹の 葉は群青繧繝 、飛紋とは置紋の

ことで あ り，獅子が置上 彩色の金彩で ある．「地は群青

埋落 し」の 「埋落 し」とは ，凹凸があ る箇所 の凹面 に顔

料を べ 夕 に塗る こ とをい う ．置紋の縁と獅子は置上 彩

色の盛 り上が っ た金箔押で あるの で ，枠の 内側
・
縁 と

獅子以外 の 凹の部 分 ，ずな わち置紋の 地を群青に塗 る

とい うこ と で あ る 、その後 ，獅子の 目鼻立ち，尾 や鬣

の 巻き 毛を墨 で 線書 き したも の が，獅子 置紋で あ る

力 強 く猛 々 しい獅 子で あ り ，強烈な印象を与える　拝

殿の丸桁にはこの 「剣牡丹唐草獅子の置紋」を一
つ の 型

と して 横 に繰返 し文様で 描か れるため ，一本の丸桁に

は等間隔で ，獅子置紋が配される こ とにな る

＊
上記 『工事報告書』ほか で 「獅子」と記されるものは

唐獅子の ことであり，東照菖で は 「獅子」が日本の獅子

（猪 ・鹿）を意味するこ とはない ．

糊 974 年の 『修理 工事報告書』で は ，トン ガ リ牡丹 ，

また は 尖牡丹 と記 述さ れる文様化された牡丹 の花 ．

7 ．2 ． 水盤舎 ・虹梁 の龍 の置紋 （図 2）

　 『水 盤舎 修理 工 事報 告書』に よれ ば虹梁の 彩色名は

「置上繧繝極彩色」，文様名は 「牡丹 唐草 に龍の置紋」

で ある ，「牡丹の花 は胡粉 ，葉は群青 ，緑青 ，朱土の

繧繝彩色 ，唐草は置上金 箔押 ，覆 輪を緑青の 埋落 しに

塗る ，地は朱 ，中央に 二 個の菱 輪を置 き ，中 に龍 を置

上 金箔押 ，縁書は上墨　地は群青」と記され て いる ，

　置紋の 周 りが 「牡丹の 花は（中略）地は朱」までであり，

虹 梁全体の 地が朱 であ る こ と ．牡丹の 花や葉 ，唐草な

どが置 紋を取 り囲んで いる こ とがわか る　置紋に つ い
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図 1．拝殿 ・丸桁の獅子置紋

図2　水盤舎 ・虹梁の 龍置紋

ての記 述は 「中央 に（中略 ）地は群青」の部分であ る ．横

長の 虹梁 の 中央付近 2 箇所 に菱輪の置紋 が配されて い

る の で あ る ．こ の 龍の 図像が鳳凰に替わ っ た も の が ，

同 じ水盤舎の丸桁に配 される ．

　 「青地に金彩」の 置 紋の 「図」で は ，龍や鳳 凰 な ど

「天子」や 「聖徳の 天子」を意 味す る 主題 が選 ばれ て い

る ，その色彩は金色であるが ，禁色 とされる色相 ・黄

が土台で あ る ．す なわ ち ，「図」は形象 ・色彩と もに高

貴で ある ことがわかる ，

　そ して ，「地」には視覚的にも補色の関係で ある青が

配 され るの で ，金色 （黄 ）が目立 つ 色相の対比効果 を呈

す る ．また ，地には高貴な色相 ・黄 と対照的とされる

青が使用され ，色格の対照性 をな して いる ．こ の 2つ

の 対照性 は ，置紋をよ り強調 し印象付ける効果を期待

したもので あろ う．

　 したが っ て ，置 紋の 「地」は 「図」を 引き立て るた め

の も の で ，その 表す 意味は 「図」にある と考え られる ，

「図」は 「天子 」を象徴する主題 である から，東照 宮に

おい て は 家康 を表 す こ とは 言 を 俟 たな い 、神の 中 の

神 ・最高神として祀 られた家康 ・東照大権現を示すの

が 「青地に金彩」の置紋である ．

8 ．「極」の考察

　前 回は 『修理工 事報告書』の 「極彩色」によ り，東照

菖にお ける 「極彩色」を示 した ，それが前頁の 1）〜7）

である ．今回は
一

般的 な 「極彩 色」か ら，その意味を考

察する ．「極彩色」は 「極」の 彩色と考え られるが ，その

「極」とい う字は 多種多様な 意味を有す る ，既 述の 『大

漢和 辞典』に は，キ ョ ク
・ゴクと して 29 通 りの意味が

記載さ れて い る ，その 中で ，筆頭に挙 げ られ る の が

「むね
・むな ぎ」であ り，2番目が 「は り」であ る ．

　 「極彩色」の 「極」が建物の 「棟や梁」を意味するこ と

によ り，「極 彩色」とは本来 建造物 の 彩色 であ る ことを

前回指摘 した．基本的に筆者はその ように考え て いる ．

しか し，東照宮に お いて は 少 し趣が異 な る ．そ れ は

「極彩色」の 「極」の 意味を 「至 上 の 位」，「天」または 「北

極 （星 ）」9〕 とと っ た ほ うが ，よ り東 照 宮に適合 してい

ると考えられ る か らである ，以下 ，そ れぞ れ によ っ て

「極彩色」の 辞義を考察する ．

8．1．　 「極」が 「至上の位」の場合

　 「極」を 「至 上の 位」とすると，「極彩色」は至±の位

を創 り出す彩色 ，も しくは至上 の位を表す彩色となる ．

東照 宮で は東照 大権現を神の 中の神 ，「至上の 位」であ

る最高神とする ために ，さまざまな策略が めぐらされ

て い る ．そ の 策略の
一

つ が ，配祀神と して 山王権現が

選ばれたことで ある ，

　山王権現は神道で は天照大神とい う最高神，仏教で

は顕教の釈迦 ，密教では大 日とい う最高位の如来で現

れる
22 ＞とい う，配祀神 とは主 神（東照大 権現 ）に添え て

祀 られる他の神であるか ら，天照 大神 ，釈迦や大 日如

来が相殿の 神と栗照 宮で は位置付 け られ る ．こ と に神

道の場合 ，天照大神が相殿の神とな っ たことは ，大き

な意味をもつ ，天照大神の 子孫であ D 現人神と信 じら

れて いた のが天 皇で あ り ，東照 宮で は天照 大神 と天皇

は東照大権現と家康に対応する，東照大権現と天照大

神は主神と配祀神の 関係であ るか ら ，家康と天皇 との

関係は 自ず と理 解され よ う，

　その天皇の地位を巧みに利用 しなが ら，実質的な権i

力者 とな D 「至 上の位」を得た の が家康 であ る ．「至上

の位」を創 り出す ，も しくは表す 色が 「極彩色」で あ れ
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ば ，「至上 の 位」を有する人物は家康を措い て 考え られ

ず ，家康を表す色が 「極彩色」とな る ．すなわ ち ，「青

地 に金 彩」で 表現され る置紋と同じで あ る ．

8．2，　 「極」が 「天」の場合

　また ，「極」を 「天 」と解する と ，「極彩色」は天の 彩色

とな り，天国 （天寿国）すなわち，極楽浄土を彩る彩色

と考 え られ る ，極 楽 浄 ± を こ の世 に具 現 した空間 が，

平等院鳳 凰堂の中堂内彩色で あ っ た．それは鮮やかな

暈繝彩色で 彩 られ ，現代の 我々が イメ
ー

ジす る極彩色

と一致する ，その 中堂内部は 「御堂の建立 に当た っ て ，

堂内の荘厳に 『観無量寿経』の絵画化を 図 っ た」
23 ）と言

われ て いる （こ こで の 「御堂」とは ，鳳 凰堂 と呼ばれる

前の 呼び名で あ る 〉．したが っ て ，「観無量寿 経』に当た

れば ，極楽浄土の様相を知る ことができ る ．

　 「観無 量寿経 』と 同 じ浄土 三 部経 の
一

つ 『阿 弥陀

経』［
’4 ♪ には ，極楽が 「又舎利弗 ，極楽国土 ，七重欄楯 ，

七重羅網 、七重行樹 ，皆是四 宝 ，周市囲繞 ．是故彼国，

名 日極 楽」とあ り，「又舎 利弗 ，極楽国土 、有七 宝池 ，

八功徳水 ，充 満其中 ．地 底純以 金沙布地 ，四 辺 階道 ，

金銀瑠 璃 玻潔 ，碑 磔赤珠碼碯 ，而 厳飾之 ．池中蓮華 ，

大如車輪 ．青色青光 ，黄色黄光 ，赤色赤光 ，自色白光 d

微妙香潔 ．舎利弗 ，極 楽 国土 ，成就如是 ，功徳荘厳」

と記され て い る ．極楽は金銀宝玉 の類で 満ち溢れて い

る こ と が想像され る ．

　した が っ て ，創建当時の 中堂内は金銀宝玉 の 類で 満

ち溢れ ，そ れ らが螺鈿や鏡の反射 によ っ て ，光 り輝 い

ていた 状況 だ っ たの ではないだろ うか ．そ のよ うな彩

色 が天 （極楽浄土）の 彩色 ，すな わち 「極彩色」な の で あ

る ．それ は 「極彩色」を多用 する東照 宮が，す なわち極

楽浄土で あ D ，金 銀宝玉 で 満ち溢れ て い る こ とを示 し

ている と考え られ るの であ る ．現実 に金 彩で光 り輝 く

東照 宮で ある故 に説得力を有する，

　
一

方で 「天」には，「天地万物の主宰者 ・万能の神」IU）

や 「支 那 ニ テ ，天 ヲ万 能ノ神 トシ テ称スル 語
・
天 子 二

係ル物事 二 添 エ テ ，尊称 シ奉ル語 」（『大言 海 』冨 山房 ，

1984 ）な どとある か ら，「至上の位」と同義である こと

もわ かる ．

8．3．　 「極」が 「北極（星 ）」の場合

　さ ら に ，「極」を 「北極（星）」と した場合は ，前述の 陰

陽五行 説 との 関連 が浮 かぶ ．古代中 国晢 学がそ の天 文

学と深 く結びつ いてい るこ とは知られる通 りで ，「北極

（星）」は陰陽五 行説で は 「大極」や 「太一」とみなされ

る ．

　 「大極」とは原初唯一絶対の存在であ り，この大 極の

神格化 が宇宙神 ・「太
一

」で あ る ．「大極」すな わち 「太

一」な の で あ る ．「太一」と は 中国古 代天 文 思想 か ら生

み 出され た最高の天神であ るが ，日本神道にお ける至

上の神でもある
25 ／，

　伊勢の皇大神宮に 「大翳（おおさ しは）」とい う神事が

ある ．大翳 （長 さ 9m ほどの青竹の先端 に ，巨大な 団扇

と扇型 とを取 り付けたもの
E6 ｝）が神田の畔 に立て られ，

五穀豊穣な どを祈るの で ある ．その扇型 に 「太
一

」とい

う文字を認めるのは ，中国の 「太一」に日本の神が習合

され てい る ことを示 して いる ．陰陽五行説 は中国か ら

入 っ てき たが ，その場合にも 日本古代信仰の理 念は決

して おろ そか にされ ず ，そ の 強引とも見 え る 導入 に よ

っ て ，む しろそ の哲理を借 りて ，曖昧模糊 として いる

日本の古代信仰の理論化を はか っ て い る 27 〕 とさえみ ら

れる ．

　また ，「天皇 大帝は北辰の 星な りとあ り，北極星は古

くか ら君 主にた とえ られ てい た」劉 ことよ り，天 皇大

帝は北極星 の 名称で あ っ た こ とがわ か る ．それ が 日本

の王 （お おき み）の 呼称と して用 い られ るよ うにな っ た

のである，すなわち ，北極星 とは天 皇であ り，かつ 最

高の天 神な の で あ る ．北 極星 は 不動 （正 確 に はほ とん

ど動かない ）の 星で あ D ，古代 中国 に おい て は宇宙 を

主 宰す る神と して 認識され て お D ，その思想はわ が国

に ももた ら さ れ て い た
29 ）．

　した が っ て ，「極」を 「北極 （星）」とす る と，「極彩色」

は最高の 天神を表す彩色 とい うことになる ．すなわ ち

東照 宮 の 「極彩色」は ，最高の 天 神 ・東照大 権i現を表す

彩色と考え られるの である ．

　 この よ うに 「極彩色」の辞義か らみる と ，「極」は 「至

上の位」において 家康を ，「北極（星）」において東照 大

権現を，そして 「天」におい て東照宮を表す．「極彩色」

は 「極」の 「彩 色」で ある か ら ，一
般的 な意 味か らみ て

も家 康 と東照 大 権i現 そ して 東照 宮を表す彩色 が 「極彩

色」と考えられ る ，この 中で 「家康と東照大権現 を表す

彩色」という意味に おい て は ，先の 「青地に金彩」の 置

紋 と同じで ある ，

　そ して ，光 り輝 く金彩 によ っ て極楽 浄土 と見 紛 うば

か りの ，東照宮を荘厳す る彩色 が 「極彩色」で ある と い

う見方もできよ う．
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9 ．考察

　 「青と金」の配色であ る置紋が東照 宮において重 要視

される理由を考察する．

　ま ず ，金は貴重で 高価で も あ っ た ため ，誰も が手 に

する こ とがで きると い うわけでは なか っ た．その よう

な金 だけを使 っ て描かれ る形象や文字ゆえ に置紋や勅

額は，存在価値を示 し，特別な意味をも つ ．

　したが っ て ，「青地 に金彩」が極彩色 と呼ばれる理 由

の
一

つ は金 にあ る と考え られ る ．金は通常の 色相 ・黄

に 「つ や」とい う金 属光 沢の 輝 きを足 した もの で あ る ．

しか もその 土台であ る黄 は高貴な色 とされ ，貴金属
・

金は権i力や富を象徴する ．高貴で あり，権力や富を象

徴する のが金だ か らで あ る ，

　そ して ，東照 宮の 「極 彩色」の 7 つ の 意昧の うち 4 つ

は金彩を含む彩色で あ っ た ．金 を使用 した彩色そのも

のを ，金 が高価 で希少 価値 が ある こ とによ り極上 の彩

色とす る考え方 が根底にあ っ た こ とが推察 され る ．

　ま た，鮮やかな赤 ・青や緑などで構成される現 代で

思い描 くと こ ろの極彩色と置紋や勅額との大き な違い

は，その色数で あ り，青と金の 2色で 「極彩色」を成す

とい う点にあ る ．青 と金 の 2色 による 「極彩色」は ，東

照宮に固有の も の かも しれない ．

　 「青と金 」の 「極彩色」は 二 色 の 単純性を ，その青 と

金 （黄）の 視覚的対照性と色格における対照 性によ っ て ，

際立た せ ，強く印象付ける ，

　置紋 の形象 と して採用 された主 題 （家康の象 徴）には ，

現在の 東照宮に造替 した家光の 家康崇拝の 思い が込め

られ て いる と考 え られる ．家光 の家 康崇拝 は ，両 親が

弟 ・忠長を寵愛する こ とを憂慮 した祖父の家康が長幼

の序 を明確 に し，家光の世継決定が確定 した と される

こ と によ る ．家光 にと っ て 家康 の 存在 は絶対で あ D ，

それ は幕府 にと っ て も同様で あ っ た．絶対であ る家康

がな り変わ っ た東照大権現 とい う錦の御旗を掲げ、そ

の旗の 下に人心 を収攬 したの が家光で あ っ た ．その錦

の 御 旗と同 じ役割を したの が，「青地に金彩」の 置 紋や

勅額で あ っ たと筆者は考える ．家光や幕府の 家康に対

す る崇拝心 を形に した もの であ る か ら ，「青地 に金 彩」

が 「極彩色」の 中で 最上 位に 位置付け られる の は当然の

こ とであろ う ，

10 ．ま とめ

　東照 宮の極彩色を代表する 「青地に金彩」に つ い て ，

陰陽五 行説を含めて 色彩 ・形象と辞義の面から検証 し

た ，

　東照宮で は ，色彩や形象な ど多く の 場所 に ，陰陽五

行説の影響がみ られ る ．それ は ，中国の 陰陽思想や神

仙思想を取 り入 れ，東照大権現を最高神に祀 り上げる

ため と考えられ る ．

　最高神 とな っ た東照大権現が坐す東照 宮は ，「極彩色」

の辞義か ら極楽浄土とみ なすこ ともできる，極楽浄 こヒ，

すなわち東照 宮を荘厳する彩色が 「極彩色」とも考えら

れるので ある ．

　と ころで ，江戸 時代初期の 東照 宮 で は 7 つ の意味の

「極彩色 」が 確認で きる ．中には現 代で も極彩色 と称す

るも の も含 ま れるが ，ほ とん どは現 代の極 彩色 の概念

とは異なる もの である ，その最たる例が 「青地に金彩」

の置紋で ある ，水盤舎 ・虹梁の 「龍の 置紋」や拝殿 ・丸

桁の 厂獅子置 紋」な どに代表 される ．地 と図の 2色 か ら

成る 極彩色で ，「地」が群青の 青，「図」の龍や唐獅子な

どが金彩で表 されて い る ．同様 に陽明 門の勅額 も 「青

地 に金 彩」で あ り 、置紋 と同 じ意 図を含む と考え られ

る ．

　 「青地に金彩」の 極彩色は ，置 紋と して 考 え る場合 ．

形象の 金彩の 部分は色相 ・黄の 下地を含んだ金色とし

て取 り扱 う こ とが重要で あ ろ う．金 を構成す る要素の

一
つ と して ，黄を排除する こと は でぎな い か らで ある ，

すな わち ，金色は色相 ・黄 と貴金属 ・金 で 考えなけれ

ばな らない ，

　した が っ て ，「青 地に金彩 」は ，色 相で は青 と黄 とな

る ，「青」は未 熟 で 官位 の低 い色 であ り，賎 者の服の色

とさ れる．そ れ に対 して 「黄」は禁色と して用 い られる

ほ どに高貴 な色 で あ る ．金 は権 力を視覚的に表 し，そ

の面積の 大小は権力の大きさを示す尺度で あ っ た．

　す なわ ち ，色 と して決 して格が高い とはい えな い青

地 の 上 に ，最も尊い 色 で あ り権力の 象徴で も あ る 金 を

文字に して配 したの が勅額で あり ，龍や鳳 凰 などの形

象として配 したのが置紋である ，

　龍や鳳凰など 図の 主題と なるもの は天子を象徴する

こ とか ら ，東 照 宮で は家康 を意味 す る と考え られ る ．

置紋や勅額は家康を表すもの であるから，東照 宮の要

所にあ り目を光 らせ なが ら，徳川幕府の安泰を見守 っ

て い る と考える こ とも で きよ う．

　索照 宮の 「極彩色」は ，眩耀誇示 に よ っ て徳川幕 府の

権威を象徴す るもの であ り ，東照 宮や東照 大権現
・家

康 を荘厳す る彩色が 「極彩色 」ともみ る こ とが で き よ う，

その 中でも 「青地に金彩」の置紋や勅額は ，家康個人の

威光を象徴 している と考えられる ．
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